
協働大使通信

　多くの協働大使が携わる校区まちづくり協議会を代表
として、行政とタイアップできたことは組織の大きな力
になりました。私個人としましては、那覇市社会福祉協
議会時代を含めて、出会ったみなさん、私を支えて下さっ
たみなさん、“人を知ったこと”は私の財産です。人財は
宝です。与儀会長を通して協議会の発展を期します。

「人財は宝」 顧問　銘苅 春雄

わ  がつながって、なはのまちがもっと  わ  んだふるに。 協働大使通信『なーふぁ ぬ わ』82 号　2021 年（令和 3年）9月 30 日発行　
発行者：那覇市協働によるまちづくり推進協議会　2021年 9月
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。

　

銘
苅
前
会
長
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那
覇
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
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の
立
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上
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に
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り
こ
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。
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。
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よ
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。
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が
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れ
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。
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。

　

と
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り
ま
し
ょ
う
。

会　長　与儀 弘子
副会長　饒波 正博
副会長　崎山 喜聖
副会長　島田 聡子

副会長　田港 敬子
副会長　佐久川 伊弘
監査役　松田 吉貞
顧　問　銘苅 春雄

2021年度（令和3年度）　新役員のみなさま

順不同

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ　
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与儀弘子新会長就任！
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与儀新会長
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０
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１
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）
定
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総
会
は
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に
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き
書
面
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に
て
開
か
れ
ま
し
た

2021（令和3）年度　新体制でスタート！
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【お詫びと訂正】　2021 年 3 月に発行した「協働通信」80 号　P.3　「自治会と小学校 PTCA による地域の冊子「私たちのふ
　　　　　　　　るさと銘苅」の記事におきまして、銘苅小学校PTCA会長のお名前に誤りがありました。ここに深くお詫び
　　　　　　　　し訂正させていただきます。　　　　［誤］佐渡山博会長　　　［正］佐渡山安博会長
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　当協議会は、東日本大震災の被災地である福島県いわき市との交
流事業を行ってまいりました。きっかけは、壺屋の陶工である新垣
光雄氏が被災地への思いを込めて制作したシーサーを被災地に届け
たいということから始まりました。
　これを受けて当協議会では、被災地の「心の復興」を願い「市民
交流」を目的に「シーサープロジェクト」を立ち上げ、募金活動等
を行い、2013 年 11月には、いわき市に復興のシンボル「てぃーだ
シーサー」を贈呈しました。2015 年 7 月には、「てぃーだシーサー」
受け入れのためご尽力くださった、いわき市民の皆様が「いわき な
はアート交流展」で来県されました。その折には、実行委員の 1 人
である葉田野眞佳さんに、城間市長より協働大使の委嘱も行われま
した。さらに同年 7 月には「いわき市と那覇市の子ども交流事業」
を企画し、いわき市の子ども 18 名と保護者 18 名を受け入れ、那
覇市の子どもたちとの文化交流会や地域での民泊等を実施しました。
　こうした活動を通して、いわき市の皆様との絆は深まり、今なお
心の交流が続いています。

那覇市協働によるまちづくり推進協議会
地域・ひと・団体・行政をつなぎ、みんなが知恵を持ち寄って活動する
まちづくりを育成、支援する団体です。

那覇市那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ 3F
〒900-0004

098-955-2282

Facebook

メール

ホームページ

TEL&FAX Mail  kyoudoutaisi@gmail.com

編 集 後 記
2011 年、平和通りを拠点にスタートした那覇市協働によ
るまちづくり推進協議会は今年8月18日で設立10周年、
10歳のお誕生日を迎えました。「人を知った経験が社会活
動で大きな力になった」と振り返る銘苅顧問と 15 年以上
タッグを組み、まちづくりに取り組んだ間柄の与儀会長に
バトンが渡されました。顧問と会長にお目にかかり、「協
働」のオーラを感じました。新型コロナウイルス感染拡大
の影響で「人と会えない」「これまで通りに活動ができな
い」という中で、だからこそ協働大使が手をつなぎ、「協
働のわ」を広げた心温まる話題を８２号でご紹介しました。
紙面を通じて「協働」が広がり、「わ」がつながりますよう、
たくさんの話題をお届けしてまいります。（中川）

協
働
の
声

　

繫
多
川
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
の
仕
事
か
ら
、
浦
添

で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
や
が
て
10
年
近
く
に
な

る
。
時
の
速
さ
を
感
じ
る
日
々
、
前
期
高
齢
者
の
仲
間

に
な
っ
た
。
頼
も
し
い
若
者
達
に
支
え
て
も
ら
っ
て
、

い
や
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
中
で
、

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。

　

さ
て
さ
て
私
が
協
働
大
使
に
な
っ
た
の
は
何
時
だ
ろ

う
、
随
分
古
い
番
号
に
な
り
記
憶
喪
失
に
な
る
。
浦
添

在
住
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
「
な
は
市
民
協
議
会

」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
居
残
り
、
動
き
始
め
た
「
う
ら
そ

え
市
民
協
議
会
」
の
繋
ぎ
役
に
な
れ
る
と
良
い
な
と
思

い
、
先
を
行
く
那
覇
に
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご

意
見
・
ご
提
案
・
取
り
組
み
自
慢
な
ど
、

あ
な
た
の
声
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。（
タ
イ
ト
ル
・
本
文
（
三
百
字
以

内
目
安
）・
所
属
・
肩
書
・
お
名
前
・

ご
連
絡
先
を
書
い
て
、
下
記
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
ま
ち
な
か     

平
中  

晴
朗

一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
う
ら
そ
え  

代
表     

大
城  

喜
江
子

声
を
か
け
て
も
ら
う
と
嬉
し
い
!!

学
び
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
切
に
す
る
地
域
づ
く
り

　

私
が
所
属
す
る
「
チ
ー
ム
ま
ち
な
か
」
は
、
那
覇
市

緑
ヶ
丘
公
園
の
活
用
を
考
え
る
市
民
団
体
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
な
り
公
園
に
大
勢
で
集
ま
る
活
動
が
難
し
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
少
人
数
で
遊
べ
る
「
遊
び
の
カ
タ

ロ
グ
」
を
作
ろ
う
！
と
考
え
た
。
第
一
弾
と
し
て
、「
公

園de

糸
電
話
」
を
企
画
し
、
動
画
を
撮
影
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
配
信
し
た
。
こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
公

園
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
や
撮
影
・
動
画
づ
く
り
の
技

術
を
メ
ン
バ
ー
同
士
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
学
び
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
当
団
体
で
は
大
切

に
し
て
い
る
。
現
在
の
活
動
と
し
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や

S
N
S
を
通
じ
て
地
域
の
情
報
交
換
を
メ
ン
バ
ー
間
で

行
っ
て
い
る
。
ゆ
る
く
続
け
て
い
く
こ
と
の
延
長
線
上

で
地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

那覇市協働によるまちづくり推進協議会

❷ いわき市と那覇市の交流
10 周年のあゆみ

いわき芸術文化交流館アリオスにておこ
なわれた贈呈式には、会長はじめ協働大
使メンバーで参加し、沖縄からの想いや
願いをシーサーとともに届けました。

てぃーだシーサーも
協働大使の一員です！

てぃーだシーサー贈呈式

2013年（平成25年）
11月23日

～あなたの読み終えた “本 ”を、誰かの “感謝 ”に変える～
『ブック寄付』ご協力のお願い

協働大使が数多く参加している、市民ボラン
ティア団体「なは市民協議会」では、現在、本
を活用した居場所づくり『ぱぁくらいぶらりぃ』
を企画しています。
ブック寄付回収ボックスは「なは市民協働プラザ３Ｆ」
那覇市協働によるまちづくり推進協議会事務局前に設置
しています。

協議会は
今年度で
祝

10周年


